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氏子総代が各家を清める

゛（々 凛
脂
肪
♂
詐

丿
田
削
副
巾
ね

鰹沼の豊年祭

厄
湊
游
　

　　子どもたちの無病息災を願ってお菓子が配られる

　福和田鯉沼で９月12日､150年の昔から続いている

という磐裂根裂神社の豊年祭が行われました。

　全戸から氏子一人が出て、神社から氏子役員を先

頭に、御輿、太鼓、つつみなどを連ねて、１軒づつ

回り、五穀豊饒と家内安全を祈願するもので、町内

では鯉沼だけに残っている行事です。

　この一行を各家で出迎え、酒とにしめ（煮物）や

赤飯を、子どもたちにはお菓子を振る舞い、村人全

員で秋の豊作を神に祈りました。
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国
憲
的
な
福
祉
行
政
を
見
づ
ぬ
ｔ
三

一
　
　
　
　
　
　
゛
－
り
ａ
目
ド
ｆ
び
Ｗ
ｊ
ｊ
’
‘
”
ｌ
に
に
に
ド
に
ド
固
ｔ
匝
に
レ
ド
目
‐
ド
レ
レ
ド
レ
ド
レ
レ
レ
レ
ド
レ
レ
ド
レ
ド
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
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レ
レ
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「
第
３
次
海
外
行
政
視
察
団
が
北
欧
を
歴
訪
」

　
毛
塚
収
入
役
を
団
長
と
す
る
第
３
次
壬
生
回
忌
外
行
政
視

察
団
2
2
名
が
、
ｏ
）
月
2
3
日
か
ら
１
０
月
２
日
ま
で
の
１
０
日
問
、

福
祉
先
進
国
デ
ン
マ
ー
フ
、
ス
ウ
Ｔ
一
ｊ
デ
ン
及
び
フ
ラ
ン
ス

を
歴
訪
、
高
福
祉
国
家
の
現
況
を
見
聞
し
、
国
原
的
な
認
識

と
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ストックホルム市庁舎中庭にて（スウェーデン）

デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

フ
ラ
ン
ス
を
視
察
し
て

　
第
３
次
海
外
行
政
視
察
団
は
、
９

具
冒
か
ら
１
０
月
２
日
ま
で
の
1
0
日

間
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

フ
ラ
ン
ス
の
３
か
国
を
視
察
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
２
１
世
紀

を
目
前
に
控
え
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
の
到
来
が
身
近
な
も
の
と
な
っ

て
き
た
現
在
、
「
社
会
福
祉
」
を
と

り
ま
く
諸
施
策
の
確
立
が
社
会
的
課

題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
福
祉
先

進
国
の
現
況
を
見
聞
し
、
国
際
的
な

理
解
と
認
識
を
深
め
、
本
町
の
福
祉

行
政
、
さ
ら
に
は
、
新
し
い
町
づ
く

W

リ
の
推
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
訪
問
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
２
か
所
の

身
体
障
害
者
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
住
宅

は
、
国
内
の
1
8
歳
か
ら
４
５
歳
ま
で
の

身
体
障
害
者
を
対
象
に
し
た

施
設
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、

集
団
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
つ
つ
、
各
自
の
主
体

性
を
重
視
し
た
治
療
お
よ
び

指
導
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
入
居
者
に
と
っ

て
は
、
家
族
と
の
接
触
は
非

常
に
意
義
が
あ
り
、
施
設
か

ら
家
族
に
対
し
情
報
の
提
供

な
ど
、
相
互
の
協
力
体
制
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
多
く

｀W･

スウェーデンのケア(介護)ｲ寸

高齢者住宅

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
施
設
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
と
家
族
が
こ
作
的
に
生

活
す
る
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
訪
問
し
た
自
活
者
集
合
住
宅

は
、
身
体
障
害
者
の
自
活
を
目
的
と

し
た
集
合
住
宅
で
、
い
ず
れ
も
独
立

し
た
生
活
基
盤
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

ライオンズ障害者集合住宅の研修風景(デンマーク)
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こ
の
よ
う
な
自
活
者
集
今
住
宅
が

市
内
に
３
５
か
所
あ
っ
て
、
専
門
の
指

導
者
（
社
会
教
育
者
）
が
常
時
配
属

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
次
の
訪
問
国
、
ス
ウ
エ
九
ア
ン
の

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
は
、
最
初
に
占

庁
舎
を
訪
れ
、
国
際
交
流
担
当
の
バ

ー
づ
フ
・
オ
ー
ル
さ
ん
か
ら
社
会
福

祉
施
策
に
っ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
、
老
人
（
高
齢
化
）

の
問
題
、
子
ど
も
の
問
題
、
家
庭
の

問
題
な
ど
基
本
３
原
則
を
重
視
し
た

行
政
施
策
心
確
立
が
重
要
事
項
で
あ

る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
寝
た
き
り
老

人
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
グ
ル
し
フ
看
護
な
ど
、

ストックホルム市庁舎の視察研修会揚(スウェーデン〉

地
域
看
護
体
制
の
確
立
が
重
要
で
あ

る
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
ヴ
ェ
タ
ー
ク
バ
ル
ネ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
（
ケ
ア
付
高

齢
者
住
宅
）
は
、
１
９
８
１
年
に
建

て
ら
れ
た
高
齢
者
用
の
住
宅
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
が
し
た
部
崖
（
キ
ッ
チ

ン
、
シ
ャ
ワ
ー
付
）
が
１
６
５
部
屋
　
　
．
、

　
（
匹
匹
～
匹
匹
）
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
入
居
者
は
女
性
が
比
較
的

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
入
居
料

は
、
入
居
者
の
ヘ
ル
プ
の
必
要
度
合

や
年
金
受
給
額
な
ど
に
よ
り
、
最
終

的
に
は
調
整
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
が
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し

た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
及
び
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
の
諸
施
設
を
通
じ
、

高
福
祉
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
地
方
自
治
体
と
地

域
住
民
が
一
体
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
と
義
務
分
担

を
明
確
に
履
行
し
て
い
る
現

況
を
見
聞
で
き
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ル
し
フ

ル
美
術
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

寺
院
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
数

々
の
絵
幽
∵
彫
刻
や
建
築
物

を
兄
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
Ｌ
３
か
国
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
福

パ
リ
凱
旋
門
か
ら
市
内

祉
行
政
、
道
路
・
街
路
・
公
園
の
景

観
の
美
し
さ
、
文
化
・
芸
術
の
偉
大

さ
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
町
づ
く
り
に
夢
と
希
望

を
与
え
て
く
れ
る
思
い
で
し
た
。

　
団
員
の
皆
様
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
収

穫
の
多
い
視
察
が
で
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
視
察
期
間
中
、
副
団
長
さ

ん
を
け
じ
め
、
班
長
さ
ん
、
各
団
員

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
所
期

の
目
的
を
達
成
し
、
無
事
に
帰
国
で

き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
第
３
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団

　
　
　
　
　
　
団
長
　
毛
塚
　
重
徳

第
３
次
海
外
行
政
視
察
団
員
（
2
2
名
）

３　　　　　　班 ２　　　　　班 １　　　　　　　　　　　班 □宍亘回|爪

　　　　　　　　団班

刀　ﾉﾉ　ﾉﾉ　ﾉﾉ　ﾉｿ
　　　　　　　　長長

　　　　　　　　　団　班
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　　　　　　　　　長長

事　　　　　　団班副団

務ﾉﾉﾉｿﾉｿﾉｿ　　　団
局　　　　　　員長長長

……役　゛j

　，職　丿

回言名回万
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　　千　　　　　　　由
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を
訪
問
し
、
百
歳
の
お
睨
い
に
細
川

内
閣
総
坪
大
匝
か
ら
贈
ら
れ
た
賞
状

と
銀
杯
を
フ
ジ
さ
ん
に
伝
達
し
ま
し

た
。

　
フ
ジ
さ
ん
は
。
白
歳
と
は
思
え
な
い

報
め
で
た
く
百
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

広
　
清
水
町
長
は
９
月
９
目
に
石
崎
宅

ぶ
　
石
崎
フ
ジ
さ
ん
（
ド
表
町
）
は
明

み
治
２
６
年
９
月
1
9
日
生
ま
れ
で
、
今
年

ほ
ど
お
元
気
で
、
少
し
耳
が
遠
い
ほ

か
は
今
で
も
身
の
回
り
の
こ
と
は
自

分
で
し
て
い
ま
す
。
よ
く
戸
を
開
け

て
道
行
く
人
を
眺
め
た
り
、
家
の
西

畑
へ
散
歩
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
な
め
る
程
度
と
い
う
毎
日
の

晩
酌
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

内
閣
総
理
大
臣
か
ら

　
賞
状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
る

社会福祉に貢献

県社会福祉大会で表彰される

　第43回栃木県社会福祉大全が９月８ロ、

栃木県総合文化センターで開かれ、その席

上、社会福祉の功績が認められ、本町から

次の方々が表彰されました。

栃木県知事表彰

○民生委員・児童委員

　功労者の部

　大粟　トミ、小林　満子、早乙女俊子、

　ニノ宵一義、早川　悦子、福田　キヨ

○ホームヘルパーの部

　増山　千代

○社会福祉施設・団体または

　その従業者の部

　町身体障害者福祉会　田中　一男

　壬生寺保育園渡漫治美

栃木県社会福祉協議会長表彰

○社仝福祉施設・団体関係

　功労者の部

　町身体障害者福祉仝　熊倉　重一一

　第　一一　保　育　所　竹内　敬子

　第　二　保　育　所　遠藤ハ重子

栃木県共同募金会長表彰

○共同募金功労者の部

　大島　克己、早川　悦子

　幸町一丁目自治仝

下表町の石崎フジさん

700人が敬老のつどい楽しむ

　
９
０
歳
以
ヒ
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
っ
て
、
９
月
２

日
・
６
目
・
７
日
の
３
日
間
、
町
長
の
高
齢
者
訪
問

　
二
部
助
役
が
訪
問
）
を
行
い
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
町
内
で
は
、
今
年
２
８
人
の
方
が
９
０
歳
に
な
ら
れ
、

９
０
歳
以
上
の
方
は
９
８
人
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
中
央
が
百
歳
の
石
崎
フ
ジ
さ
ん

　
敬
老
の
っ
ど
い
が
９
月
２
２
目
、
壬
生
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
招
待
さ
れ
た
約
７
０
０
人
の

お
年
寄
り
は
浪
曲
や
落
語
、
歌
謡
漫
談
、
歌
謡

曲
な
ど
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

町長の高齢者訪問
98人（90歳以上）に記念品贈る

男性最高齢の稲葉菊次郎さん（中央）
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楽しい集団生活の体験を

　来年度の保育所（園）の入所（圈）児童

を募集します。

　かわいいお子さんを責任をもってお預か

りしますので、入所（園）を希望される方

は次により手続きをしてください。

｀W「

　
申
込
方
法

　
入
所
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
ヒ
、
役
場
福
但
課
ま
た
は
各
保
育

所
（
園
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
所
申
請
書
は
、
福
祉
課
ま
た
は
保

育
所
（
園
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
申
込
締
切

平
成
５
年
１
２
月
1
0
日
（
言

　
入
所
基
準

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
で
、
両
親
お

よ
び
祖
父
母
が
仕
事
、
病
気
、
出
産
、

病
人
の
看
護
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
場
合
や
母
親
が
い
な

い
場
合
な
ど
、
昼
間
、
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
が
あ
る
こ

　
な
お
、
Ｏ
歳
児
、
１
歳
児
の
入
所

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
入
所
選
考

　
入
所
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必

要
性
の
高
い
順
か
ら
入
所
措
置
を
し

ま
す
。

　
入
所
決
定

　
申
請
書
に
基
づ
き
調
査
の
上
、
来

年
２
月
ご
ろ
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
保
　
育
　
料

　
両
親
な
ど
の
町
県
民
税
お
よ
び
所

得
税
の
税
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま

す
。保

育
時
間

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

特
別
保
育
を

　
実
施
し
て
い
ま
す

（
園
児
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

○
延
長
保
育

　
（
朝
）
午
前
７
時
～
午
前
８
吽
３
０
分

　
（
夕
）
午
後
５
時
～
午
後
７
時

ｏ
保
育
の
条
件

　
状
況
調
査
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ

た
場
合

W

〇
保
育
料

　
一
般
保
育
料
に
延
長
保
育
料
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

〇
実
施
の
条
件

　
各
保
育
所
で
一
定
数
以
上
の
希
望

者
が
い
る
場
合
に
限
り
実
施
し
ま
す
。

○
障
害
児
保
育

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
障
害
児
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

○
乳
児
保
育

ｏ
実
施
保
育
所
　
千
生
寺
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ん
こ
保
育
園

（
産
休
明
け
の
乳
児
か
ら
お
預
か

り
し
ま
古

子
育
て
相
談

　
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
子
ど
も
の
し
つ
け
、
言
葉
、

知
能
な
ど
幌
肥
満
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

偏
食
な
ど
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
『
四
顛
１
９
』
ら
ー
言
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２
８
０
年
ぶ
り
に
壬
生
城
絵
図
が
里
帰
り

民
俗
資
料

‥
日
月
2
3
日

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル

オズの魔法使い

■日時　12月12日間

　　　　　開場：午後１時、開演：午後１時30分

■会　場　壬生中央公民館犬ホール

・入場料　８００円（全席自由席）

　　　　　※こども・おとなとも同じ料金です。

　　　　　　３歳以上は有料となります。

■入場券　壬生中央公民館、稲葉出張所、南犬飼出

　　　　　張所で取り扱っています。

■問合せ先　壬生中央公民館（�82－0108）

　主催／（財）壬生町施設振興公社

　後援／壬生町教育委員会

一一－一一

壬生城中絵図（加藤家時代）

　　　　水□町歴史民俗資料館蔵

　
壬
生
城
は
、
文
明
年
間
に
壬
生
氏

２
代
目
綱
重
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
前
の

城
跡
は
、
現
在
よ
り
北
方
に
あ
た
る

壬
生
の
上
新
町
に
存
在
し
、
俗
に
「
壬

生
古
城
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
壬
生
滅
は
、
鹿
沼
台
地
の

南
端
に
位
置
し
、
河
川
合
流
に
挟
ま

れ
た
自
然
条
件
を
巧
み
に
利
用
し
て

築
城
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
中
世
に
築
か
れ
た
壬
生
城
は
、
江

戸
時
代
に
入
る
と
壬
生
藩
の
政
治
・

経
済
の
中
核
と
し
て
引
き
続
き
維
持

さ
れ
、
城
の
拡
張
や
城
下
町
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、

本
丸
、
二
の
丸
・
三
の
丸
な
ど
の
曲

輪
や
ハ
つ
の
門
か
ら
な
り
、
総
坪
数

は
８
万
坪
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
壬
生
城
も
明
治
維
新

の
変
革
に
よ
り
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
物
の
撤
去
、
城
地
の
払

い
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
景
観
を

大
き
く
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
今
日
、

壬
生
城
の
か
っ
て
の
姿
を
た
ど
ろ
う

に
も
、
そ
の
全
体
の
姿
を
理
解
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。

　
そ
こ
で
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
、
第
７
回
企
画
展
と
し
て
「
壬
生

城
－
ｊ
理
れ
た
城
を
探
る
ー
」
と
題

し
、
か
っ
て
の
壬
生
城
を
絵
図
、
文

献
史
料
、
発
掘
出
土
品
、
遺
溝
、
模

型
な
ど
を
通
じ
て
、
も
う
Ｉ
度
探
っ

て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
の
資
料
に
、
加
藤
家
時
代
（
１
６

９
５
～
１
７
１
２
）
の
「
壬
生
城
中

絵
図
」
　
（
写
真
…
水
口
町
歴
史
民
俗

資
料
館
蔵
）
が
２
８
０
年
ぶ
り
に
里

帰
り
し
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
示
を
通
じ
て
、
壬
生

城
の
全
体
像
が
少
し
で
も
分
か
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
『
壬
生
町
史
』
の
中
世
を

担
当
さ
れ
た
東
京
大
学
教
授
の
黒
田

日
出
男
氏
を
迎
え
て
、
次
の
日
時
に

よ
り
記
念
講
浪
合
を
行
い
ま
す
。

　
企
画
展
記
念
講
演
会

◇
日
時
　
1
0
月
3
1
日
�
　
午
後
２
時

◇
演
題
「
壬
生
城
の
中
世
と
近
世
」

◇
講
師
　
東
京
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
黒
田
日
出
男
氏

佐藤しのぶコンサート

■と　き　平成６年２月12日山

　　　　　開場：午後６時　開演：午後６時30分

・ところ　壬生中央公民館大ホール

■入場料　２、０００円（全自由席）

※入場券は、12月３日（金）より壬生中央公民館、

　稲葉、南犬飼両出張所で取り扱います。

◆出演者　佐藤しのぷ（ソプラノ）｡Ｎ響～堀正交、

　田中　裕、中竹英昭、木越　洋、西田直交、中野

　富雄。木村茉莉（パリ国立高等音楽院）｡森島英子

　　（東京芸犬講師）

主催：（財）壬生町施設振興公社　後援：町教委
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交通安全町民大会に300人参加

　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
良
い
町
づ
く
り
を

目
ざ
し
た
第
１
８
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大
会
が
９

目
2
4
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
町
総
合
安
全

会
、
町
交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め
、
栃
木
警
察
苦
、

町
内
各
種
団
体
か
ら
約
３
０
０
大
方
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

町
民
大
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
清
水
町
長

W

交
通
事
故
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り

　
大
会
の
主
催
者
を
代
表
し
て
清
水

町
長
は
、
「
交
通
安
全
の
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
、
交
通
ル
ー
ル
と
交
通

マ
ナ
ー
の
な
お
Ｉ
層
の
徹
底
を
し
て

も
ら
い
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く

住
み
良
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
は
交
通
事
故
犠
牲
者

へ
の
黙
祷
、
功
労
者
関
係
表
彰
、
ポ

ス
タ
ー
・
作
文
人
選
者
表
彰
、
最
優

秀
作
文
発
表
、
児
童
か
ら
交
通
指
導

員
と
警
察
官
へ
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、

最
後
に
、
交
通
安
全
母
の
全
会
長
の

荻
原
久
子
さ
ん
よ
り
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
醤
う
「
大
会
宣
言
」
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
後
、
交
通
安
全
教
育
映
画

が
上
映
さ
れ
、
参
加
者
の
意
識
の
高

橋
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
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（
功
労
者
表
彰
）

佐
藤
進
（
鹿
島
）
、
飯
島
武
（
栗
原
）

甫
坂
武
治
（
西
高
野
）
、
渡
辺
一
浩

　
（
城
内
）
、
川
又
弘
久
（
鹿
島
）
、

桧
山
シ
ゲ
オ
（
至
宝
町
南
）
、
岩
田

清
子
（
六
美
町
南
一
）
、
植
竹
幸
子

　
（
合
宿
）
、
寺
内
広
子
（
上
坪
）
、

中
上
あ
き
子
（
安
塚
中
央
）
、
関
根

町
子
（
栗
下
合
）
、
中
川
テ
イ
子

　
（
上
表
町
）
、
大
場
フ
サ
子
（
稲
葉

ド
馬
杢
、
五
月
女
ひ
ろ
子
（
本
郷
）

高
山
ト
ミ
（
上
長
田
）
、
大
塚
春
美

玉
田
）
、
丸
山
ト
キ
エ
　
（
幸
町
三
）

　
【
感
謝
状
】

栃
木
　
勝
（
前
宿
坪
）

ポ
ス
タ
ー
表
彰

-

【
ポ
ス
タ
ー
】

☆
最
優
秀
賞
　
平
岩
彩
（
睦
小
１
年
）

上
田
泰
洋
（
北
小
２
年
）
、
市
川
真

美
加
（
東
小
３
年
）
、
毛
塚
あ
ゆ
み

　
（
睦
小
４
年
）
、
柄
目
健
一
　
（
壬
生

小
５
年
）
、
深
瀬
七
恵
（
睦
小
６
年
）

斎
藤
美
樹
（
千
生
中
２
年
）
、
渡
辺

亜
矢
子
（
壬
生
中
３
年
）
、
青
木
奈

冷
汗
（
千
生
中
３
年
）

☆
優
秀
賞
　
本
村
吉
亨
（
東
小
１
年
）

河
野
漫
奈
緒
（
女
塚
小
１
年
）
、
渡

辺
真
奈
美
（
東
小
１
年
）
、
阿
久
津

友
希
（
藤
井
小
２
年
）
、
荒
川
卓
哉

　
（
睦
小
２
年
）
、
落
合
可
成
（
羽
牛

田
小
２
年
）
、
奥
村
光
（
睦
小
３
年
）

青
本
心
吾
（
壬
生
小
３
年
）
、
辻
浦

安塚小６年阿部微官　　睦小３年幸村友子さん

亮
子
（
羽
生
田
小
３
年
）
、
武
藤
健

治
（
束
小
４
年
）
、
荒
川
浩
之
子

牛
小
４
年
）
、
須
藤
あ
き
（
睦
小
４

年
）
、
小
野
文
恵
（
千
生
小
５
年
）
、

田
日
英
悟
（
安
塚
小
５
年
）
、
杉
山

史
弘
（
睦
小
５
年
）
、
落
合
由
佳

　
（
束
小
６
年
）
、
加
藤
円
（
壬
生
小

６
年
）
、
賀
長
あ
ゆ
み
（
稲
葉
小
６

年
）
島
田
裕
介
（
北
小
６
年
）
、
升

永
傑
（
壬
生
小
６
年
）
、
辻
雅
之

　
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、
田
辺
佳
広

　
宝
生
中
２
年
）
、
鰹
沼
美
奈
宝

生
中
２
年
）
、
三
井
裕
紀
子
（
南
犬

飼
中
２
年
）
、
川
島
緑
（
壬
生
中
３

　
　
　
　
　
｝

年
）
、
八
氷
河
真
弓
（
壬
生
中
３
年
）

　
【
作
　
文
】

☆
最
優
秀
賞
　
幸
村
友
子
（
睦
小
３

年
）
、
阿
部
徹
（
安
塚
小
６
年
）

☆
優
秀
賞
　
星
野
麻
奈
美
（
藤
井
小

１
年
）
、
前
河
信
忠
（
睦
小
２
年
）
、

締
木
直
行
（
稲
葉
小
４
年
）
、
佐
藤

陽
子
（
壬
生
小
５
年
）
、
神
水
敬

　
（
稲
葉
小
６
年
）
、
関
口
智
英
（
南

犬
飼
中
１
年
）
、
大
庭
徹
也
（
南
犬

飼
中
２
年
）
、
柘
植
綾
子
（
南
犬
飼

中
３
年
）

東小３年　市川真美加壬生中２年　斎藤美樹

睦
小
（
ｏ
年
深
瀬
仁
恵

壬生中３年　渡辺亜矢子壬生中３年　青本祭津江
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食事と健康群
　
食
べ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
て

　
肥
満
を
予
防

　
肥
る
と
い
う
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
出
入
り
祀
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て

い
る
こ
と
で
す
。
「
自
分
で
は
た
い

し
て
食
べ
て
い
な
い
の
に
肥
る
」
と

　
　
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に

よ
　
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
け
れ
ば
、

当
然
肥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
、
『
腹
八
分
目
』
と
い
う

こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
べ

過
ぎ
に
注
意
し
て
自
分
の
体
重
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
も
し
、
減
食
を
し
た
い
人
が
い
ま

し
た
ら
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

〈
減
食
の
エ
夫
〉

１
、
朝
食
を
充
実
さ
せ
、
夕
食
は
軽

　
く
。
ま
た
、
夜
食
は
絶
対
や
め
る
。

２
、
食
事
の
前
に
、
少
し
軽
い
運
動

を
す
る
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
■

長
年
、
適
量
を
こ
す
飲
酒
が
原
因

　
適
量
を
守
れ
ず
長
期
に
わ
た
っ
て

お
酒
を
飲
み
続
け
、
そ
の
結
果
、
い

っ
で
も
お
酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
い
ら

れ
な
い
状
態
に
な
る
。
こ
れ
が
、
俗

に
ア
ル
中
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
詐
で
す
。
現
在
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
と
診
断
さ
れ
入
院
を
必
要
と

し
て
い
る
人
は
約
８
０
万
人
、
そ
の
予

備
軍
の
数
は
、
２
０
０
万
人
と
も
３

０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
週
２
日
は
「
休
肝
日
」
を

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
気
分
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
、
人
づ
き
合
い
を
潤
滑

に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
人
間

関
係
の
潤
滑
で
あ
っ
た
お
酒
も
、
そ

れ
を
壊
す
起
爆
剤
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
な
か
に
は
、
肝
臓
や
胃
な
ど
体

-

３
、
生
野
菜
や
汁
物
を
先
に
食
べ
、

　
あ
る
程
度
の
空
腹
感
を
な
だ
め
て

　
か
ら
米
飯
を
食
べ
る
。

４
、
ゆ
っ
く
り
と
良
く
昨
ん
で
食
べ

５
、
海
草
類
・
こ
ん
に
や
く
・
年
類

　
な
ど
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
を
多
く

　
使
っ
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
る

　
よ
う
に
盛
る
と
満
足
で
き
る
。

　
食
生
活
は
Ｉ
種
の
了
せ
〃
　
（
習

慣
）
で
す
。
減
食
を
決
意
し
て
１
～

２
週
間
で
体
の
方
も
慣
れ
て
く
る
も

の
で
す
。
こ
の
期
間
を
ふ
ん
ば
っ
て
、

ト
手
に
減
量
し
ま
し
ょ
う
。

　
肥
満
は
万
病
の
も
と
！
・
　
肥
満
を

予
防
し
て
成
人
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

を
壊
し
、
成
人
病
の
原
因
に
か
乙
て

し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
適
量
を
守
っ

て
お
酒
と
ヒ
手
に
つ
き
合
う
。
こ
れ

に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
週
に
最
低
２

日
間
は
お
酒
を
飲
ま
ず
、
肝
臓
を
休

ま
せ
る
「
休
肝
日
」
を
つ
く
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
お
酒
と
楽
し
く
つ

き
合
う
た
め
に
も
、
そ
し
て
あ
な
た

の
体
の
た
め
に
も
、
適
量
を
守
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

家
庭
や
外
出
先
で
、

コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
、

調
味
料
の
染
み
を
服
に

つ
け
て
し
ま
っ
た
ー
－

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し

た
万
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
要
は
早
く
処
理
を
す
る
こ
と
で

す
。
外
出
先
で
汚
し
た
と
き
は
、
ハ

ン
カ
チ
な
ど
を
水
で
濡
ら
し
て
手
早

く
た
た
き
、
家
に
帰
っ
て
が
ら
染
み

抜
き
を
し
ま
し
よ
う
。

　
泥
跳
ね
は
、
手
早
く
処
理
を
し
よ

す
。
そ
こ
で
、
惣
単
に
　
　
う
と
も
ん
だ
口
こ
す
っ
た
り
す
る
と
、

で
き
る
染
み
抜
き
を
紹
　
　
泥
が
市
他
に
入
っ
て
取
口
に
く
く
な

介
し
ま
し
よ
う
。

　
　
「
染
み
は
こ
す
ら
ず
回
た

た
く
」
が
原
則
で
す
。
染
み

が
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
そ
の
箇

所
の
下
回
厚
い
タ
オ
ル
を
当

て
ま
す
。
そ
し
て
、
水
で
濡

ら
し
た
布
で
周
回
が
ら
ト
ン

ケ
ノ
と
た
た
き
、
河
竹
を
下

の
タ
オ
ル
回
移
し
ま
す
。

　
染
み
は
お
酒
や
お
茶
を
こ

ぼ
す
、
□
紅
が
つ
く
、
万
万

跳
ね
る
Ｉ
－
な
ど
万
原
因
で

つ
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭

で
手
軽
に
使
え
る
染
み
抜
き

　‾″　″｀　　ヽ＾　　　　　　　　　胆W

　　　　　　　　　　゛澱巡回白頭,胆思考庖

「こすらすにたたく」が原則

り
ま
す
。
泥
跳
ね
の
汚
れ
は
、

泥
を
十
分
に
乾
か
し
て
か
ら

取
り
ま
し
よ
う
。
乾
い
た
泥

を
歯
フ
言
府
落
と
し
、
裏

方
ら
指
で
泥
を
は
じ
い
て
取

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
簿
く
染

み
が
残
る
よ
う
で
し
た
ら
、

お
湯
に
洗
剤
を
溶
方
し
て
ふ

き
取
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
簡
単
に
染
み

扱
き
が
で
き
る
薬
品
や
洗
剤

な
ど
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、

生
他
の
種
類
や
加
工
の
仕
方

に
よ
っ
て
は
、
芭
が
変
わ
っ

鯛
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
　
　
怠
り
生
地
を
傷
め
た
り
す
る
謳
合
が

合
っ
怠
波
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
そ
ろ
え
　
　
あ
る
か
も
し
れ
ま
廿
ん
。
裏
地
な
ど

て
お
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
で
テ
ス
ト
を
し
て
ク
悦
使
っ
て
み

　
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
や
　
　
怠
ほ
う
が
い
い
で
し
よ
う
。

し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
染
み
抜
き
に
吽

葺
め
た
酢
酸
波
や
ア
ン
モ
ニ
ア
頒
を

使
い
ま
す
。
油
の
染
み
抜
き
に
は
ベ

ン
ジ
ン
。
□
紅
や
香
水
の
染
み
抜
き

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
波
を
布
に
含
ま
せ
、
先
の
要

領
で
汚
れ
を
下
の
タ
オ
ル
に
移
し
ま

-
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い
ざ
と
い
う
時
に

　
消
火
器
を
使
え
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
講
習
会
開
く

　
今
年
に
入
り
、
天
ぶ
ら
な
べ
な
ど
　
　
火
器
類
の
取
扱
い
の
多
い
女
性
を
対

に
よ
る
住
宅
火
災
が
多
発
し
て
い
る
　
　
象
に
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
壬
生
分

こ
と
か
ら
、
壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
（
大
畑
ト
シ
会
長
）
は
、
日
ご
ろ

署
お
よ
び
安
塚
分
遣
所
職
員
の
協
力

を
得
て
９
月
２
８
日
、
消
火
器
取
扱
い

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
）
全

員
約
３
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
落

合
秋
男
安
塚
分
遣
所
長
か
ら
火
器
類

の
取
扱
い
の
注
意
点
や
、
消
火
器
な

ど
に
よ
る
消
火
方
法
の
説
明
を
受
け

た
後
、
実
際
に
消
火
器
を
使
用
し
て

一
人
ひ
と
り
油
火
災
を
想
定
し
、
燃

焼
皿
の
火
を
消
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
使
用
し
た
消
火
器
は
、
一
般

京
庭
に
多
く
普
及
し
て
い
る
Ａ
Ｂ
Ｃ

粉
末
消
火
器
（
小
型
）
で
、
主
に
炎

と
空
気
を
遮
断
、
消
す
も
の
で
す
。
消

し
に
く
い
天
ぶ
ら
な
べ
の
大
の
場
合
、

消
火
に
失
敗
す
る
と
再
び
燃
え
上
が

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
消
火
体
験
を
通
し
て

大
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま

し
た
。

一
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正
明
さ
ん
の
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
そ
し
て
旅
行
で
す
。

老
入
会
や
軍
恩
の
旅
行
（
年
４
回
ぐ

ら
い
）
に
モ
ト
さ
ん
と
２
人
で
行
き

ま
す
が
、
「
旅
行
で
は
必
ず
歌
わ
な

い
と
気
が
済
ま
な
い
」
そ
う
で
す
。

あ達者
ｶﾂﾌjl

ﾝﾌﾞﾔｿﾌ

励釜が渕

　出井
正明さん(77)

トモさん(70)

の
壬生北小学校６年

　長谷川　毅

夫妻

Ξ鮭
同

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

’
今
年

スノーボードにチャレンジ

　　　助谷静　　佳世さん

　　｢猫協医科大学付属病院で看護補助の什事をし

ています。患者さんとのコミュニケーションをと

ても大切にしていますJという佳世さん。

　休みの日には、テニスやスポーツクラブに通っ

てさわやかな汗を流しています。今年は、スキー

に変わってスノーボードにチャレンジしたいとシ

ーズン到来を楽しみにしている彼女です。

s91･

壬生北小学校３年

　塚田　実希

肌
◎
公
言



ふ才しお

今
年
の
老
人
演
芸
人
仝
に
は
出
場
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
毎
年
、
出
て

歌
っ
て
い
た
」
と
い
い
、
「
新
曲
が

出
る
と
テ
ー
プ
を
買
っ
て
き
ち
や
う

ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
モ
ト
さ
ん

と
一
緒
に
出
か
け
、
２
人
と
も
試
合

に
選
手
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
２
人
で
１
町
６
反
（
１
６

０
ア
ー
ル
）
の
田
畑
で
米
作
中
心
に

農
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
正
明
さ
ん

は
「
３
０
㎏
の
米
袋
を
６
段
積
ん
で
も

重
く
な
い
」
そ
う
で
、
「
動
け
る
う

ち
は
ヲ
悦
八
ィ
ン
を
動
か
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
正
明
さ
ん
は
昭
和
1
4
年
に
支
那
事

変
に
従
軍
し
、
そ
の
戦
功
に
よ
り
勲

ハ
等
旭
日
章
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
６

年
に
再
び
、
ホ
ン
コ
ン
作
戦
、
ラ
バ

ウ
ル
作
戦
に
参
戦
し
、
２
１
年
５
月
の

帰
国
ま
で
ラ
バ
ウ
ル
に
い
ま
し
た
。

　
モ
ト
さ
ん
は
下
稲
葉
鹿
島
の
鰹
沼

家
に
生
ま
れ
、
結
婚
し
て
今
年
で
２
２

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
血
圧
が
ち
ょ

っ
と
高
い
の
で
薬
を
飲
ん
で
い
る
ほ

か
は
お
元
気
で
、
畑
３
反
歩
の
草
取

り
が
担
当
だ
そ
う
で
す
。

　
止
明
さ
ん
は
兵
隊
で
覚
え
た
タ
バ

コ
は
や
め
ら
れ
ず
、
晩
酌
（
約
１
合
）

は
日
課
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

土星み台所］

老
人
を
招
き
楽
し
い
一
日

　
　
い
ず
み
自
治
会
で
敬
老
の
つ
ど
い
催
す

　
敬
老
の
日
の
９
月
１
５
目
、
い
ず
み
自
治
会
は
睦
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
敬
老
の
つ
ど
い
を
催
し
、
６
０

歳
以
上
の
お
年
寄
り
1
3
名
を
招
待
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
い
た
だ
い
て
催
し

た
も
の
で
す
が
、
食
事
を
共
に
し
な
が
ら
大
変
楽
し
い
一
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
栃
木
県
家
紋
研
究

会
会
長
の
遅
沢
敏
郎
氏
に
よ
る
「
家
紋
」
の
お
話
を
聞
い
た

り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
日
舞
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
お
年
寄
り
に
祖
品
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
有
意
義
な
一

目
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
み
自
治
会
会
長
　
根
本
　
広

チピッ子アルパム

-澄
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
長
男
）

　
　
（
父
）
増
　
山
　
裕

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
憲

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

之
さ
ん

子
さ
ん

（
県
営
壬
生
住
宅
）

縫い列が頂∩畝い列談）
思
い
や
り
が
あ
り
、
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
父
）
梁
　
島
　
幸
　
二
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
あ
け
み
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

（
県
営
壬
生
住
宅
）

広報みぶ｀　13
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壬
生
少
年
剣
道
教
室

　一･　　・

ｈｔtｐ:/／www.

|言言

　
８
月
８
日
、
上
三
川
町
体
育
館
で

少
年
剣
士
約
千
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
第
3
2
回
栃
木
県
南
部
剣
道
大
全

に
お
い
て
、
壬
生
少
年
剣
道
教
室
言

上
義
市
師
範
）
が
平
素
の
鍛
練
の
成

果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
団
体
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
戦
の
男
子
６
年
生
の

部
で
高
村
泰
央
君
が
、
女
子
３
・
４

年
生
の
部
で
高
村
久
美
子
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
男
子
５
年
生
の
部

で
金
田
健
一
君
が
準
優
勝
に
な
り
ま

し
た
。

栃
木
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会

　
団
体
・
個
人
で
「
－
・
２
位
を
独
占

　
栃
木
市
の
栃
木
自
動
車
教
習
所
で

９
月
６
目
に
行
わ
れ
た
第
1
4
回
栃
木

地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競

技
大
会
（
１
市
４
町
）
で
、
壬
生
町

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ

ハ
全
長
）
か
ら
出
場
し
た
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
、
Ｂ
チ
ー
ム
も
準
優
勝
と
な

る
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
の
部
で
も
１
・
２
位
を
独
占
。

１
位
の
松
尾
桂
子
さ
ん
は
２
０
０
点

満
点
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
で
し
た
。

　
「
痛
Ｏ
傭
」

　
【
団
体
の
部
】

優
　
勝
　
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

　
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム
　
（
二
瓶
美
恵
子
、

　
石
村
セ
ツ
子
、
石
沢
　
裕
子
）

準
優
勝
　
Ｂ
チ
ー
ム
（
松
尾
　
桂
子
、

　
杉
山
　
幸
子
、
椎
名
　
民
子
）

　
【
個
人
の
部
】

第
１
位
　
松
尾
　
桂
子

第
２
位
　
二
瓶
美
恵
子

悶
Ｈ
Ｍ
□
…
｀

　
２
名
が
新
し
く
委
嘱
さ
れ
る

氏照俊塚毛氏忠森大

　
９
月
１
日
付
け
で
毛
塚
悛
照
氏
と

大
森
忠
氏
の
２
名
が
、
法
務
大
臣

よ
り
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
周

り
に
起
き
て
い
る
家
庭
内
・
隣
近
所

の
も
め
ご
と
、
借
地
、
借
家
の
問
題

な
ど
、
人
間
関
係
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
き

も
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
の
内

容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

、 -

町
長
室
へ
報
告
に
訪
れ
た

み
な
さ
ん

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
５

名

心

　゛ l ･ ゛ ､ l ､ ゛ l ｀ 1 ､ ･ ･ ｀ i ゛ ; ゝ ､ ､ . ･ 以 ; ､ 1 、
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ﾐ
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劈xg痔

に',

J

'

,

j

､ゝμ11､4nlnS1｀ll .i､1､.M1,11gl､5μ%♂l

……

……

Jj乙丿

煮

こ

,

y｀

回

こ

幣

y

y療jy曼ﾑJlj……

､

VJ

橋本　　茂

栗原　林敵

中論文一郎

毛塚　俊照

大森　　忠

六美可北

城　　内

原　　坪

前宿坪

上通町

８２－０４７２

８２－フ４５５

８２－５８０８

８２－○０５２

８２－２０３３

小
学
生
公
園
絵
画
展

本
町
か
ら
２
点
入
選

　
平
成
５
年
度
都
市
緑
化
月
間
（
1
0

月
）
中
の
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
た

栃
木
県
主
催
の
「
第
１
６
回
小
学
生
公

園
絵
画
展
」
に
、
県
内
２
５
０
校
か

ら
５
、
５
９
３
点
の
応
暮
が
あ
り
ま

し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
稲
葉
小
学
校
３
年

の
鈴
木
克
彰
君
が
銅
賞
に
入
賞
、
安

塚
小
学
校
２
年
の
阿
部
琢
元
君
も
仕

作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
・
入
選
作
品
の
展
示

は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

◆
１
１
月
1
0
～
1
5
日

　
　
那
須
野
が
原
公
園
縁
の
相
談
所

◆
Ｈ
月
1
9
～
２
３
口

　
　
井
頭
公
園
緑
の
相
談
所

◆
い
１
１
月
３
０
～
1
2
月
５
日

　
　
中
央
公
園
緑
の
相
談
所

ヽ -
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平成７年10月27日～11月４日

（仮称）おもちや博物館（建設中）等

会期

会場

-

愛
唱
歌
の
歌
詞
募
集

●
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
ド
ッ
チ
ー
』

　
‐
＝
‐
‐
‐
－
や
さ
し
さ
の
森
の
王
子
－
－

　
み
ず
み
ず
し
い
植
物
と
文
化
の
華

の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
、
栃
木
県
が

診
る
自
然
と
文
化
を
組
み
合
わ
せ
て
、

誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
か
わ
い
い
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
ま
し
た
。

●
と
ち
ぎ
9
5
　
テ
ー
マ

　
　
　
や
さ
し
さ
の
森
を
世
界
に
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
文
化
と
は
、
自
然
と
調
和
し
な
が

ら
、
人
々
に
愛
と
や
さ
し
さ
を
与
え

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
の
も
と
に
、
思
い
や
り
に
満

ち
た
新
し
い
文
化
が
栃
木
県
か
ら
全

国
に
発
進
さ
れ
、
大
き
く
育
つ
こ
と

を
願
っ
て
定
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
水
と
緑
豊
か
な
栃
木
県
に

ち
な
み
、
文
化
を
「
森
」
と
い
う
こ

と
ば
で
表
現
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
活
動
が

認
め
ら
れ
る

　
本
町
か
ら
３
名
表
彰

　
第
３
回
栃
木
県
民
生
委
員
大
会
が

1
0
月
５
日
、
宇
都
宮
市
文
化
全
館
で

開
か
れ
、
そ
の
席
上
、
木
町
か
ら
社

会
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
次
の
３
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
栃
木
県
民
生
委
員
協
議
会

　
会
長
表
彰

　
・
戸
崎
豊
治
（
旭
町
）

　
・
篠
原
多
美
子
（
万
町
）

　
・
人
見
　
イ
ハ
　
（
城
南
）

ご
寄
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

金
８
千
９
１
円
（
Ｅ
凹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八

金
８
千
円
（
５
回
）
　
細
井
　
正
平

金
３
千
円
（
２
回
）
　
渡
部
　
和
平

金
６
千
円
（
２
１
回
）
　
渡
漫
岩
五
郎

金
１
千
８
２
３
円
（
２
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
ひ
さ

金
３
千
円
（
２
回
）
　
森
下
　
啓
一

金
３
千
円
　
　
　
　
　
田
中
　
半
一

亘
　
吸

∩
壷

。
…
…
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
歌

砂
浜
を
け
な
げ
に
這
い
て
波
に
の
る

海
亀
の
子
よ
た
く
ま
し
く
育
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

野
菜
売
る
爺
さ
ん
一
人
で
手
に
負
え

ず
観
光
客
に
た
た
か
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

　
「
坊
っ
ち
や
ん
も
子
規
も
聞
き
し
か

蝉
時
雨
」
娘
は
句
に
す
四
国
路
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

珍
ら
し
や
何
か
企
む
こ
と
あ
る
ら
し

く
名
物
の
ゆ
べ
し
送
り
て
よ
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
岡
　
婦
美

俳
　
句

綱
や
子
の
宿
題
の
ま
だ
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

蕎
麦
咲
く
や
山
の
く
ぼ
み
に
日
を
置

き
て
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

か
な
か
な
や
見
舞
い
し
病
窓
ふ
り
か

え
る
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

ま
た
お
出
で
と
手
を
ふ
る
母
や
大
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

募
集
要
項

◆
応
募
及
び
間
合
せ
先
　
栃
木
県
宇

都
宮
市
木
町
９
－
1
4
本
庁
南
第
二
別

館
　
第
1
0
回
国
民
文
化
祭
栃
木
県
実

行
委
員
会
事
務
局
「
愛
唱
歌
詞
募
集
」

瓦
ｏ
２
８
６
（
２
３
）
２
２
２
６

◆
募
集
内
容
　
平
成
７
年
度
に
本
県

開
催
の
「
第
1
0
回
国
民
文
化
祭
・
と

ち
ぎ
９
５
」
愛
唱
歌
の
歌
詞
を
募
集
。

○
各
イ
ベ
ン
ト
開
催
地
お
よ
び
他
県

等
へ
の
広
報
活
動
（
Ｐ
Ｒ
）
に
使
用

で
き
、
テ
ー
マ
「
や
さ
し
さ
の
森
を

世
界
に
」
と
栃
木
県
ら
し
さ
を
と
も

に
表
現
し
、
国
民
文
化
祭
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
。

◆
応
募
規
定
　
Ｂ
５
判
４
０
０
字
詰

延
言
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
第
１
行

目
に
題
名
、
作
品
形
式
自
由
、
歌
詞

漢
字
部
分
に
フ
リ
ガ
ナ
。
作
品
の
後

に
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別

⑤
職
業
（
学
生
等
は
学
校
名
・
学
年
）

⑥
電
話
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

◆
応
募
条
件
　
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

作
品
は
未
発
表
の
も
の
。
入
賞
作
品

の
著
作
権
は
主
催
者
に
譲
渡
。
曲
を

つ
け
る
際
、
補
作
の
場
合
有
り
。

◆
賞
　
鍛
優
秀
賞
１
点
～
賞
状
と
副

賞
（
1
0
万
円
）
記
念
品
、
優
秀
賞
３

点
～
賞
状
と
副
賞
（
３
万
円
）
記
念
品

◆
締
９
ｚ
~
　
７
月
３
０
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

国際おもちやフェスティバル



｝
人
見
城
民
の
作
品
1
6
点

広報み
9S;|||目||目|INIⅢ|目||lill鼎|||目16

町
に
寄
贈
さ
れ
る

作
品
を
町
資
料
館
で
常
設
展
示

　
壬
生
の
生
ん
だ
漆
芸
家
、
人
見
城
民
（
明
治
２
７
年

～
昭
和
４
７
年
）
　
の
作
品
1
6
点
が
、
城
民
の
長
男
人
見

守
豊
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）
２
男
人
兇
行
保
さ
ん
（
東

京
都
府
中
市
）
か
ら
９
月
1
6
口
、
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
裕
保
さ
ん
は
、
こ
の
口
奥
さ
ん
の
美
枝
子
さ
ん
と

町
長
室
を
訪
れ
、
「
父
は
生
前
、
壬
生
町
を
と
て
も
愛

し
、
城
民
の
名
前
も
壬
生
城
の
民
と
い
う
意
味
で
っ

け
た
も
の
で
す
。
父
の
作
品
が
壬
生
町
に
戻
る
の
が
、

父
と
し
て
も
一
番
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、

作
品
の
目
録
を
清
水
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
贈

さ
れ
た
１
６
点
は
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、
城

匹
が
生
前
人
切
に
し
て
手
放
さ
な
か
っ
た
も
の
ば
か

り
で
す
。

　
町
は
人
見
城
民
の
作
品
を
広
く
町
民
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
常
設
展

示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
城
民
展
に
入
場
者
３
千
人

　
人
見
城
民
は
明
治
２
７
年
に
壬
生
舟
町
に
生
ま
れ
、

同
３
９
年
、
ロ
光
堆
朱
二
代
目
上
野
桐
恵
に
入
門
。
日

光
彫
り
と
漆
を
学
び
、
大
正
８
年
に
日
光
堆
朱
三
代

目
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
大
正
年
間
に
は
２
度
の
皇
室
献
上
す
る
な
ど
、
戦

前
、
戦
後
を
通
じ
て
日
光
堆
朱
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
。
昭
和
３
５
年
に
は
栃
木
県
文
化
功
労
章
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
町
は
、
城
民
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
城
民
の

漆
芸
を
振
り
か
え
る
「
第
４
回
特
別
展
・
人
見
城
民

展
」
を
７
月
～
８
月
に
歴
史
民
俗
資
料
館
で
催
し
ま

し
た
。
特
別
展
は
、
町
内
外
か
ら
入
場
者
が
３
千
人

以
上
も
訪
れ
る
好
評
を
博
し
、
改
め
て
人
見
城
民
の
　
　
刀
筆
蒔
絵
色
紙
筥
「
志
津
の
楓
Ｌ

ｌ
ｉ
Ｉ
ｉ
く
″
ゝ
φ
ン
ー
～
ン
く
く
ン
φ
ｙ
ａ
φ
ｚ
Ｑ
ｖ
！
″
く
、
ｓ
く
く
、
；
～
く
Ｉ
ン
、
I
I
I
I
I
I
　
　
　
I
I
I

I
I
I
I
I
I
I
I
　
I
I
l
j
l
a
j
I
I
I
I
I
I
I
l
a
l
　
　
l
j
.
1

寄
贈
さ
れ
た
人
見
守
豊
さ
ん
と
美
枝
子
さ
ん
　
　
業
績
の
大
き
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

心

（
１
９
４
０
）

　　　　　　　　　　　なみ　わし日光堆朱硯屏「濤二両む（1942）

　
…
… 剥

｀
ｙ
｀
ｙ

消
’
椴
｝
、

｀ ・
朝
鮮
芦

゛

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

●
国
民
年
金
（
８
期
）

　
　
（
納
期
限
‥
日
月
3
0
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓

口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　　まちのうごき

　　　　　10月１日現在

総人口40,029人(△41)

千尋],,烋ｱjl8参千加絆膨

□女白斑汐81界ニ師23)U1

世帯数≒t2,085世帯(ム14)白

　　　(　)内は前月比
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